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《新大阪地区》緑化等の方針の検討について

資料７

１．地区の概要

２．関連計画とまちづくりの動き

３．みどりの現況

４．新大阪地区の特性まとめ

５．本日の論点
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１．新大阪地区の概要

■立地特性
 道路 ： 南北方向には、新御堂筋線高架橋、国道176号線が、東西方向には歌島豊里線が走る。
 鉄道 ： 南北方向には新大阪駅を通るJR京都線、大阪メトロ御堂筋線、東西方向に山陽新幹線が走る。
 公園 ： 南北に淀川と神崎川がそれぞれ位置し、淀川沿いには淀川河川公園がある。
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■土地利用状況
 新大阪駅の東部・北部では、共同住宅や一戸建て住宅が多く、府立東淀川高校など文教施設も混在している。
 新大阪駅の西部・南部では、業務施設、販売商業施設が集積しており、ワーカーも多く存在すると考えられる。
 新大阪駅周辺は宿泊施設も充実しており、遠方からの来阪者の滞在が想定される。

【土地利用情報 平成29年】

Ｎ

１．新大阪地区の概要
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駅の西部・南部



大阪のまちづくりグランドデザイン
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新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域 まちづくり方針2022

〇緑化重点地区の設定の考え方
大阪の都市魅力の向上、みどりの都市
イメージの構築・発信という視点から、大
阪の顔となるようなエリア

〇緑化重点地区の緑化等の方針とは
みどりの創出だけでなく、市民・民間事
業者・行政の連携などによる取組まで含
めた大きな方向性を示すもの

【上位計画】
新・大阪市緑の基本計画

大阪のまちづくりグランドデザイン［令和４年12月：新しいまちづくりのグランドデザイン推進本部会議］
 新大阪駅周辺における世界有数の広域交通ターミナルのまちづくり
 なにわ筋連絡線、新大阪連絡線の整備による新大阪・大阪間の連携強化

 新大阪・大阪エリアの連携による周辺エリアへのまちづくりの効果の拡大

大阪市景観計画［平成18年２月策定、令和２年３月変更：大阪市計画調整局］
 概ね大阪環状線の内側や新大阪駅北側などを都心景観形成区域に指定。
 都心景観形成区域の景観形成方針：「都心らしいまちの魅力を感じさせる景観の形成」等

大阪都市魅力創造戦略2025［令和３年３月：大阪府市都市魅力戦略推進会議］
 観光案内所運営

２．新大阪地区における関連計画とまちづくりの動き

大阪市生物多様性戦略

大阪都市魅力創造戦略2025
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■新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域 まちづくり方針2022［令和４年６月：新大阪駅周辺
地域都市再生緊急整備地域検討協議会］

 新大阪、十三、淡路の各エリアで役割分担しながら、交流促進・交通結節・都市空間の機能の向上を図ることとしてい
る。

出典：大阪府HP 新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域まちづくり方針2022

２．新大阪地区における関連計画とまちづくりの動き
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■「新大阪エリア計画」（新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域 まちづくり方針2022内）
［令和４年６月：新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域検討協議会］
 新大阪駅エリアについては、エリア計画を策定。
 ハード整備については、新幹線新駅関連プロジェクトと民間都市開発プロジェクトを進めていくこととしている。
 ハード整備と合わせて、ソフト施策を官民一体で取り組むことにより、エリア価値の向上を図ることとしている。

出典：大阪府HP 新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域まちづくり方針2022

２．新大阪地区における関連計画とまちづくりの動き
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【民間都市開発のイメージ】

出典：大阪府HP 新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域まちづくり方針2022

【駅とまちをつなぐ歩行者動線イメージ】

２．新大阪地区における関連計画とまちづくりの動き

■「新大阪エリア計画」（新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域 まちづくり方針2022内）
［令和４年６月：新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域検討協議会］
 新大阪駅エリアについては、エリア計画を策定。
 ハード整備については、新幹線新駅関連プロジェクトと民間都市開発プロジェクトを進めていくこととしている。
 ハード整備と合わせて、ソフト施策を官民一体で取り組むことにより、エリア価値の向上を図ることとしている。
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■新大阪地区周辺において予定されている開発プロジェクト
 新大阪駅周辺では、今後様々な開発プロジェクトが予定されている。

出典：大阪府HP 第１回新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備協議会会議資料（新大阪駅周辺地域 周辺状況図）

２．新大阪地区における関連計画とまちづくりの動き



３．新大阪地区におけるみどりの現況
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神崎川

淀川

Ｎ

■緑の分布
 新大阪駅周辺部は比較的小規模な緑が点在し、淀川では広大な緑の空間が広がっている。

【衛星写真（令和３年度）】



３．新大阪地区におけるみどりの現況

：植樹帯

【街路樹】

：都市公園

【都市公園・臨港緑地】

：公開空地

：屋上緑化

【民間緑化】

：壁面緑化

※ 公開空地は平成17年度以降
データ、屋上緑化・壁面緑化は
航空写真等及び平成21年度
以降のデータを基に作成

■街路樹・都市公園・民間緑化の現状
 新大阪駅周辺では、南北方向、東西方向のいずれの主要路線にも街路樹が植栽されており、また東部を中心に小

規模な都市公園が点在している。
 新大阪駅の周辺を中心に屋上緑化・壁面緑化が行われており、北西部には公開空地が点在している。
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４．新大阪地区の特性まとめ

○立地特性・土地利用について

• 道路や鉄道などの交通網が発達している

○関連計画・まちづくりの動きについて

○みどりの現況について

• 広域交通結節施設や民間都市開発などの開発プロジェクトが予定されている

• 「新大阪駅周辺地域都市再生緊急整備地域 まちづくり方針2022」では、エリア価値
を高める機能の集積と、居心地が良く歩きたくなるまちなかの形成を図ることとしている

• 新大阪駅の周辺では、いずれの主要道路にも街路樹が植栽されており、都市公園・公
開空地などの小規模なオープンスペースが点在している

• 新大阪駅の東部・北部は住宅などが多い一方で、西部・南部には業務施設や販売商業
施設が集積している

• 地区の南側では、淀川の広大なみどり空間が広がっている
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５．新大阪地区に関する本日の論点

●新大阪地区の対象範囲について

• 次の観点なども踏まえ、どのような範囲の設定が適切か

（例）淀川など既存の緑ストックとの関係性
まちづくりの動きとの関係性 など

地区の特性やまちづくりとの連動を踏まえながら、次の項目について議論を行う。

●みどりに関する取組内容・担い手について

●みどりのまちづくりに関する将来像について

• 期待する取組に対して、行政のほかにどのような主体が想定されるか（地域住民、
企業・ワーカーなど）

• 現状や今後のまちづくり方針を踏まえ、今後の新大阪地区において、どのようなみど
りの取組み・担い手を期待するか

• 上記を踏まえ、今後の新大阪地区のみどりのまちづくりの将来像はどうあるべきか


